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徳
永
恂
教
授
研
究
業
績

◇
履
歴

昭
和
二
六
年
三
月

東
京
大
学
文
学
部
卒
業

昭
和
二
七
年
五
月

一
日

北
海
道
大
学
文
学
部
助
手

昭
和
三
四
年
四
月

一
日

北
海
道
大
学
文
学
部
講
師

昭
和
三
九
年

=

一月

一
日

北
海
道
大
学
文
学
部
助
教
授

昭
和
四
三
年
四
月

一
日

大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授

昭
和
四
七
年
五
月

一
日

大
阪
大
学
人
間
科
学
部
助
教
揺

昭
和
四
八
年
四
丹

一
日

大
阪
大
学
人
間
科
学
部
教
授

平
成
四
年
三
月
三

一
日

退
官

◇
主
な
研
究
テ
ー
マ

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
研
究
、
比
較
文
明
学
、
社
会
哲
学
、
社
会
思
想
史
、
人

間
科
学
基
礎
論

◇
功
績

フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
学
派
の
研
究
で

『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
論
理
』
『現
代
批
判
の

哲
学
』
の
二
著
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た

『啓
蒙
の
弁
証
法
』
を
翻
訳
し
た
。

歴
史
哲
学
、
知
識
社
会
学
、
人
間

・
社
会
科
学
の
方
法
論
に
関
し
て
は
、
著

書

『社
会
哲
学
の
復
権
』
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
論
文
が
あ
る
。

各
種
学
会
の
役
員
を
歴
任
し
た
が
、と
り
わ
け
社
会
思
想
史
学
会
は
発
起
人
、

創
設
以
来
の
幹
事
を
つ
と
め
、
現
在
代
表
幹
事
で
あ
る
。

大
学
で
は
昭
和
五
五
年
～
五
七
年
評
議
員
、
六

一
年
～
六
三
年
人
間
科
学
部

長
を
勤
め
た
。
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◇
論
文

「
形
式
合
理
性
の
実
質
的
意
味
」
昭
和

二
八
年

『社
会
学
評
論
』
九
号

「
ル
カ
ー
チ
と
歴
史
主
義
の
問
題
」
昭
和
三
二
年

『思
想
』
四
〇
〇
号
、
岩
波

書
店

「
マ
ン
ハ
イ
ム
と
歴
史
主
義
の
問
題
」
昭
和
三
三
年

『社
会
学
評
論
』
三
三
号

「
哲
学

へ
の
要
求
と
全
体
性

へ
の
要
求
」
昭
和
三
七
年

『
科
学
基
礎
論
研
究
』

二
〇
号

・

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

・
ウ
ト
ピ
ー

・
エ
ス
カ
ト
ロ
ギ
ー
」
昭
和
三
七
年

『
社
会
学

評
論
』
四
六
号

「
四
つ
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
像
」
.昭
和
四
〇
年

『社
会
学
評
論
』
六
〇
号

「
マ
ッ
ク
ス

・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
合
理
化

の
問
題
」
昭
和
四
〇
年
、
城
塚
編

『
社

会
思
想
史
入
門
』
有
斐
閣

「耄
興
酵
Φ
ぎ
Φ
津
と
合
理
化
批
判
」
昭
和
四

一
年

『社
会
学
評
論
』
六
二
号

「現
代
批
判
と
へ
ー
ゲ
ル
」
昭
和
四

一
年

『思
想
』
五
〇
」
号
、
岩
波
書
店

「疎
外
の
概
念
と
疎
外
論
の
地
平
」
昭
和
四
二
年

『中
央
評
論
』
九
七
号
、
中

央
大
出
版
部

「祉
会
認
識
に
お
け
る
全
体
性
問
題
」

昭
和
四
三
年

『岩
波
講
座

哲
学
』

一

二
巻
、
岩
波
書
店

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
否
定
の
弁
証
法
」
昭
和
四
四
年

『中
央
公
論
』

一
月
号
、
中

央
公
論
社

「
ア
ド
ル
ノ
に
お
け
る
否
定
性
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
昭
和
四
五
年

『理
想
』

一
二

月
号
、
理
想
社

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
現
代
」
昭
和
四
六
年

『
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
と

は
何
か
』
社
会
思
想
社

「ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
批
判
的
理
論

(上
)
」
昭
和
四
六
年

『思
想
』
四
六
年

一
二
月
号
、
岩
波
書
店

「
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
批
判
的
理
論

(中
)
」
昭
和
四
七
年

『
思
想
』
四
七
年

一
月
号
、
岩
波
書
店

「
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
批
判
的
理
論

(下
の

一
)
」
、昭
和
四
七
年

『
思
想
』
四

七
年
七
月
号
、
岩
波
書
店

「
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
批
判
的
理
論

(下
の
二
)
」
昭
和
四
七
年

『
思
想
』
・四

七
年
八
月
号
、
岩
波
書
店

「啓
蒙
の
行
方
と
そ
の
運
命
」
昭
和
四
七
年
、
伊
藤
編

『知
性
の
歴
史
』
新
曜

社

「
西
欧

マ
ル
ク
ス
主
義
の
展
開
」
昭
和
四
七
年

『
日
本
読
書
新
聞
』

一
一
月
連

載
、
日
本
読
書
新
聞

「井
伏
鱒
二
論
」
昭
和
四
七
年

『人
間
と
し
て
』

一
二
号
、
筑
摩
書
房

「
ア
ド
ル
ノ
の
オ
デ

ュ
ッ
セ
イ
ア
論
」
昭
和
四
八
年

『
現
代
思
想
』

二
月
号
、

青
土
社

「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
と
現
代
思
想
」
昭
和
四
八
年

『
社
会
科
学
の
方
法
』

六
月
号
、
御
茶
の
水
書
房

「清
水
幾
太
郎

『倫
理
学
ノ
ー
ト
』」
昭
和
四
八
年

『
歴
史
と
人
物
』
四
月
号
、

中
央
公
論
社

「社
会
科
学
と
価
値
判
断
」
昭
和
五
〇
年

『福
武
著
作
集
』
第

一
巻
、
東
大
出

版
会

「
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
リ
ル
ケ
」
昭
和
五

一
年

『本
』
第

一
巻
三
号
、
講
談
社
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「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
と
二
i
チ
ェ
」
昭
和
五

一
年

『現
代
思
想
』
四
巻

一

二
号
、
青
土
社

「
フ
ロ
イ
ト
と
沈
黙
」
昭
和
五
二
年

『現
代
思
想
』
五
巻
六
号
、
青
士
社

「
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
学
派

・
ル
カ
ー
チ
」
昭
和
五
二
年

『
西
洋
哲
学
史
の
基
礎

知
識
』
有
斐
閣

「未
知
の

一
人
称
を
も
と
め
て
i

若

き
フ
ロ
ム
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
像
1

」
昭

和
五
三
年

『講
座

現
代
の
哲
学
』

二
、
弘
文
堂

「批
判
的
理
論
」
昭
和
五
五
年

『勞
.働
法
』
別
冊

第
六
号

現
代
社
会
学
、
総

合
労
働
研
究
所

「崩
壊
と
訣
別
ー

教
養
小
説
の
崩
壊
I
l
」
昭
和
五
五
年

『匙
』
第
二
号
、

ふ
た
ば
書
房

、缸
o
o
ざ
伽q
δ

冒

宣

髱

づ
、
昭

和

五

六
年

、
蠧

§

魯
§

き

§
画

ω
け
o
冒
奠

く
〇
二
鋤
σq

「精
神
分
析
と
解
釈
学

(
一
)
1

人
間
科
学
と
哲
学
の
対
話
1

」
昭
和
五

八
年

『阪
大
人
間
科
学
部
創
立

一
〇
周
年
記
念
論
集
』
阪
大
人
間
科
学
部

「人
間
科
学
か
ら
見
た
宗
教
」
昭
和
六
〇
年

『真
理
と
創
造
』
二
五
、
佼
成
出

版
社

「家
族
と
国
家
ー

へ
ー
ゲ
ル
と
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
学
派
1

」
昭
和
六

一
年

『岩
波
講
座

哲
学
』

=

巻

「反

ユ
ダ
ヤ
主
義
に
つ
い
て
」
昭
和
六

二
年

『中
央
大
学

人
権
シ
リ
ー
ズ
』

中
央
大
出
版
部

「『最
後
の
誘
惑
』
と
は
何
だ
ろ
う
か
1

天
使
と
悪
魔
の
同

一
性
を
め
ぐ

っ

て
ー

」
平
成
元
年

『
ラ
イ
フ

・
サ
イ
エ
ン
ス
』
五
号
.、
生
命
科
学
振
興

会

「
人
間
科
学
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
平
成
元
年

『阪
大
人
間
科
学
部
紀
要
』
第

一

五
巻
、
阪
大
人
間
科
学
部

「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に
お
け
る
存
在
と
時
間
」
平
成
元
年

『科
研
費
総
合

研
究
報
告
書
』

「
思
想
史
の
深
層
ー

フ
ロ
イ
ト
と

ユ
ン
グ
ー

」
平
成
元
年

『週
刊
読
書
人
』

一
〇
月
九
日
号
、
読
書
人

「科
学
史

・
思
想
史

・
学
説
史
」
平
成
元
年

『科
学
史
講
座
』
培
風
館

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
斎
藤
茂
吉
-

茂
吉
と

ユ
ダ

ヤ
人
問
題
1

(
一
)」
平

成
元
年

『
ラ
イ
フ

・
サ
イ
エ
ン
ス
』

一
二
号
、
生
命
科
学
振
興
会

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
斎
藤
茂
吉
ー

茂
吉
と

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
1

(
二
)」
平

成

二
年

『
ラ
イ
フ

・
サ
イ
エ
ソ
ス
』

一
号
、
生
命
科
学
振
興
会

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
斎
藤
茂
吉
-

茂
吉
と

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
ー

(三
)」
平

成
二
年

『
ラ
イ
フ

・
サ
イ
エ
ソ
ス
』
二
号
、
生
命
科
学
振
興
会

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
斎
藤
茂
吉
i

茂
吉
と

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
1

(四
)」
平

成
二
年

『
ラ
イ
フ

・
サ
イ
エ
ン
ス
』
三
号
、
生
命
科
学
振
興
会

「
医
者
と
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
平
成
二
年

『臨
牀
看
護
』

一
六
巻

三
号
、
へ
る
す
.出
版

「
医
者
と
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
平
成
二
年

『臨
牀
看
護
』

=
ハ
巻

四
号
、
.
へ
る
す
出
版

「
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
、
異
端
審
問

(
一
)」
平
成
三
年

『中
央
公
論
』
四
月
号
、

中
央
公
論
社

「
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
、
異
端
審
問

(
二
)」
平
成
三
年

『中
央
公
論
』
六
月
号
、

中
央
公
論
社
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.切
2

0
巳

∪
巨

ぎ

獣
8

ヨ
①
昌
け

図
巴

8

岳
8

ω

8

、
津

Φ
&

.ω

≦

Φ
≦

9

.芝
鎚
-

.
平
成
三
年
、
蜜

蕊

毫
窓
§
食
庭
野
平
和
財
団

「小
人
と
天
使

(
一
)」
平
成
三
年

『東
北
哲
学
会
年
報
』
第
七
号
、
東
北
哲

学
会

「
小
人
と
天
使

(
二
)」
平
成
三
年

『
哲
学
』
第
四

一
号
、
日
本
哲
学
会

◇
著
書

『
社
会
哲
学
の
復
権
』
昭
和
四
三
年

、
せ
り
か
書
房

『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
論
理
ー

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ド
学
派
研
究
序
説
1

』
昭
和
四

九
年
、
河
出
書
房
新
社

『現
代
批
判
の
哲
学
』
昭
和
五
四
年
、
東
大
出
版
会

『結
晶
と
破
片
ー

現
代
思
想
断
章

ー

』
昭
和
五
九
年
、
国
文
社
.

◇
編
著

『社
会
の
哲
学
』
昭
和
五
〇
年
、
学
文
社

『知
識
社
会
学
』
昭
和
五

一
年
、
東
大
出
版
会

『社
会
思
想
史

(
一
)
近
代
』
(平
井
俊
彦
と
共
編
)
昭
和
五
四
年
、
有
斐
閣

『社
会
思
想
史

(二
)
現
代
』
(平
井
俊
彦
と
共
編
)
昭
和
五
四
年
、
有
斐
閣

『
マ
ッ
ク
ス

・
ウ
ェ
ー
バ
i
』
昭
和
五
四
年
、
有
斐
閣

『歴
史
の
哲
学
』
(高
橋
昭
二
と
共
編
)
昭
和
五
五
年
、
学
文
社

『社
会
思
想
史
』
昭
和
五
五
年
、
弘
文
堂

『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
再
考
』
平
成

元
年
、
弘
文
堂

『
現
代
社
会
学
群
像
』

(鈴
木
広
と
共
編
)
平
成
二
年
、
恒
星
社
厚
生
閣

◇
訳
書

ケ
ヅ
ト
ラ
ー

『文
化
と
革
命
』
昭
和
四
四
年
、
白
水
社

マ
ン
ハ
イ
ム

『歴
史
主
義
』
昭
和
四
五
年
、
未
来
社

マ
ン
ハ
イ
ム

『イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
:
ト
ピ
ア
』
昭
和
四
六
年
、
中
央
公
論
社

ウ
ェ
ー
バ
i

『社
会
学
論
集
』
(浜
島
朗
と
共
訳
)
昭
和
四
六
年
、
青
木
書
店

バ
リ
オ
ン

『イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
何
か
』
昭
和
四
九
年
、
講
談
社

シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
i

『
人
間
科
学
の
理
念
』

(加
藤
精
司
と
共
訳
)
昭
和
五
三
年
、

新
曜
社

バ
バ
ー
マ
ス

『
コ
ミ
ュ
.ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
行
為
の
理
論

(中
)
』
第
四
章
、
(平
野

嘉
彦
と
共
訳
)
昭
和
六

一
年
、
未
来
社

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー-
&
ア
ド
ル
ノ

『啓
蒙
の
弁
証
法
』
平
成
二
年
、
岩
波
書
店

他

に
書

評

、

エ

ッ
セ

イ

、
小

品
等

、
約

百
編

210


